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１．緒言 

 日本において，水球競技は競技人口が少な

い上に競技環境が十分に整っておらず，注目

度が低い．そのため水球はマイナー競技とし

て捉えることができる． 

 スポーツチームと企業の理想的な関係は，

お互いにメリットのある WIN-WIN の関係を構

築することが重要である． 

 株式会社コスモネットは，水球がマイナ

ー競技であるにも関わらず，CNC ウォータ

ーポロクラブびわこ（以下 CNC びわこ）の

活動を支援している．本研究は，マイナー

競技を企業が支援することで，支援を受け

るチームと支援する企業にどのような影響

（効果）があるのか，また企業がマイナー

スポーツを支援することによって，そのス

ポーツの普及・発展にどのような可能性が

あるのかを明らかにすることで，今後のマ

イナースポーツと企業支援の繋がりについ

て有益な情報を提供することを目的とした． 

２．研究方法 

(1)調査対象 

 CNC びわこを支援している株式会社コス

モネット（CNC）の社員 78 名（男性 57名，

女性 21 名） 

(2)調査方法 

 アンケートは，自由記述 8問，5段階評

価 30 問を設定した．5段階評価の質問内容

は，①水球について，②CNC社員の支援内

容の認知度，③媒体価値，④人間的価値，

⑤会社の活性化のカテゴリに分類した．  

３．結果 

 5段階評価の質問のうち値が高かった項

目（平均値が 4.0以上）は，「CNCびわこを

もっと新聞・テレビ・雑誌に取り上げても

らいたい」，「CNCびわこが勝つことで会社

が盛り上がった」，「CNCびわこと社員が連

携し，チームも会社も盛り上げたい」，「CNC

びわこが有名になると会社も有名になると

思う」，「CNCびわこについて社員同士で会

社内で話題にあがったことがある」，「CNC

びわこの試合を多くの人に見てほしい」で

あった． 

 「CNCびわこを支援することによって地

域の活性化に繋がっていると思う」の質問

項目と「CNCびわこから日本代表選手が輩

出されることを望む」（ｒ=0.55），「CNCび

わこがもっと全国的に有名になってほしい」

（ｒ=0.51）に有意な正の相関関係が認めら

れた（ｐ<0.05）．  

４．考察 

 水球チームは，企業から支援を受けるこ

とで,遠征費や練習環境が確保でき，クラブ

チームとなることで外部からも選手を確保

することができる．企業側は，支援するチ

ームに代表選手や将来有望な選手が所属し

ていることで，メジャー競技と比べ上位に

いける可能性が高い．また，CNCびわこは

女子水球競技初の企業とスポーツが共同し

たクラブであることから，メディアに取り

上げられる機会が増え，企業の宣伝に繋が

り，会社の活性化に繋がることがわかった． 

 以上のことから，企業がマイナー競技を

支援することで，水球チームと企業の双方

に良い影響が与えられることが示唆された． 

また，水球チームと企業のメリットの内容

を考えると，企業がマイナー競技を支援す

ることで，地域社会の活性化に繋がる可能

性があることが分かった. 
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